
縦割り班活動で異学年交流をしています
６月２０日から３日間に分けて、児童会主催による「縦割り班

活動」（レクレーション）がありました。
この縦割り班活動には、
・集団としての心のつながりを深め、学級や学年を超えた集団
意識・連帯感を高めながら、人間関係の質を向上させる。
・社会性を育て、コミュニケーション能力を養う。
・高学年は下級生の手本となる自覚や責任をもつ。
・下級生はみんなで協力することの大切さを学ぶ。
・上級生の思いやりのある行動や優しい声掛けを通して、下級
生が他者との接し方を学ぶ。

などの効果が期待されるため、私たち教職員は大いに後押ししています。

研究授業に向けた事前研究会を行いました
６月２７日（木）の放課後、今年度５回目の校内研修を行いま

した。今回は、来週行う「研究授業」（通称「大研」）の学習構想
案を基に、本校の授業研究の視点である「子供の問いや思いを引
き出す『課題提示』」、「子供の学びを深める『学び合い』」、「子供
の学びがつながる『ふり返り』」、「生徒指導の４機能を意識した教
師の働きかけ」について検討し、より効果的な指導法を全教職員
で模索しました。
全ての教職員が自分事のように真剣に考えたり、建設的な意見

を述べたりしている姿勢から、手前味噌ではありますが、本校の
子供たちに確かな学力が身に付いている理由がここにあるように感じました。今後も、子供たちが
学習に興味・関心・意欲をもち、主体的・協働的に学び、その学びを次に生かすような授業（指導）
をみんなで創り上げていきたい思っています。

不審者対応避難訓練を行いました
６月２７日（木）、「不審者対応

避難訓練」を行いました。
２３年前の６月８日、大阪府の

小学校に不審者が侵入し、児童８
人が殺害され、児童１３人と教員
２人が怪我をした事件を契機に、
子供たちの安全を守る取り組みと
して始まったのが、この訓練です。
訓練では、不審者が外から無断

で教室内に侵入したという想定で
行いました。不審者に対する担任の声掛けや子供たちへの避難指示、近隣の学級への連絡、不審者
の動きを最小限度に保つためにさすまたなどを持った職員の集まり、子供たちの避難誘導等を迅速
に行いました。
当日は、八代警察署から３人の方にお出でいただき、子供たちに不審者に遭遇した際の対応につ

いてや、職員に訓練の際の課題や改善策等を教えていただきました。ご多用の中、わざわざお出で
いただき、誠にありがとうございました。
今後も訓練に真剣に取り組み、いざというときに冷静に対応し、子供たちの安全を守っていきた

いと思います
【保護者の皆様へ】
先日、学校安全・安心メールでもお知らせしましたが、校舎内に入られる際は、事務室にその旨

を伝えられ、入校許可証を取られたから入られてください。子供たちの安全を守るための措置です
ので、ご理解とご協力をお願いします。
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